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技術部門   建設部門 

専門とする事項  コンクリート構造物の施工 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－２ （２０２５） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 
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題 意  

条 件 ③  

条 件 ①  

条 件 ②  



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

1 .  維 持 管 理 上 配 慮 し な け れ ば な ら な い 課 題  

( 1 )  点 検 困 難 箇 所 の 解 消  

 道 路 橋 点 検 で は 、 道 路 法 や 基 準 に 基 づ き 近 接 目 視 点

検 ( 1 回 / 5 年 ） を 実 施 し な け れ ば な ら な い ① 。 し か し 、

橋 梁 の 狭 隘 部 や 死 角 な ど 、 検 査 路 が 無 く 近 接 目 視 に よ

る 点 検 が 困 難 な 箇 所 が 存 在 す る 。 こ れ に よ り 、 点 検 が

不 十 分 と な り 、 ひ び 割 れ や 鉄 筋 腐 食 等 の 潜 在 的 な 劣 化

が 見 逃 さ れ る 恐 れ が あ る 。 よ っ て 、 保 守 性 の 観 点 か ら 、

点 検 困 難 箇 所 の 解 消 が 課 題 で あ る 。  

 

( 2 ) 3 D レ ー ザ ー ス キ ャ ナ を 用 い た 点 群 計 測    

コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の ひ び 割 れ 損 傷 図 は 手 描 き に よ

る ス ケ ッ チ 管 理 が 主 流 で あ る 。 し か し 、 こ の 手 法 で は

大 量 に あ る 既 存 構 造 物 の 情 報 取 得 ② に 時 間 を 要 し 、 診

断 結 果 に 基 づ く 補 修 要 否 等 の 意 思 決 定 が 迅 速 に で き ず

に 劣 化 進 行 を 見 逃 す 恐 れ が あ る ③ 。 そ の た め 、 短 時 間

で 多 く の 損 傷 情 報 を 正 確 に 把 握 す る 必 要 が あ る 。 よ っ

て 、 新 技 術 の 観 点 ④ か ら 、 3 D レ ー ザ ー ス キ ャ ナ を 用

い た 点 群 計 測 が 課 題 ⑤ で あ る 。  

① 基準という表現が抽象的です。道路法施行規則のことを言っているのですかね。具体的に書きまし

ょう。また、道路法には「努めなければならない」、規則では「五年に一回の頻度で行うことを基

本とすること」といった表現であり、「しなければならない」との表現が適切なのか疑義がありま

す。 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

 

( 3 )  環 境 条 件 に 配 慮 し た 品 質 確 保  

国 交 省 資 料 ( 2 0 2 0 年 ) に よ る と 、 道 路 橋 の う ち 約 1 1 %

が 海 岸 か ら 5 0 0 m 以 内 に 位 置 し 、 約 2 5 % が 凍 結 防 止 剤

散 布 地 域 に 存 在 し て い る 。 そ の た め 、 沿 岸 部 の R C 構

造 物 の 約 3 0 % で 供 用 後 3 0 年 以 内 に 鉄 筋 腐 食 に よ る 劣

化 が 顕 在 化 し て い る 。 構 造 物 の 早 期 劣 化 を 防 止 す る た

め 、 建 設 時 点 で の 入 念 な 耐 久 性 確 保 が 必 要 で あ る ⑥ 。

よ っ て 、 長 寿 命 化 の 観 点 か ら 、 環 境 条 件 に 配 慮 し た 品

質 確 保 が 課 題 で あ る 。  

 

2 .  重 要 な 課 題 選 定 と 解 決 策   

「 環 境 条 件 に 配 慮 し た 品 質 確 保 」 は 、 長 寿 命 化 実 現

の 結 果 、 更 新 頻 度 を 減 ら す こ と で 交 通 規 制 等 、 社 会 的

⑥ 言っていることは間違いではないのですが、どうしても当たり前の指摘に見えてしまいます。もっ

と、前述の流れを汲んだ必要性を記述した方が良いですね。 

→「このため、画一的な構造仕様ではなく、立地特性に応じた耐久力の強化が求められている」 

② →「情報収集」 

③ 時間がかかることと見逃すことは別問題だと思います。時間がかかることを要因とする問題は、劣

化が進行することではありませんか。 

→「劣化が進行する恐れがある」 

④ 文脈らするに、観点は「迅速性」としてはいかがでしょうか。 

⑤ 背景は、損傷個所の把握がスケッチで時間がかかる何ですよね。それなのに、点群計測では測量の

話になっています。背景を踏まえた課題を書きましょう。この場合は、「画像認識 AI による損傷

診断の導入が課題」といったことが考えられます。 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

影 響 を 抑 制 で き る と 考 え ⑦ 、 最 も 重 要 な 課 題 と 選 定 す

る 。  

 

( 1 )  ラ イ フ サ イ ク ル コ ス ト ( L C C ) の 最 適 化  

財 源 の 有 効 活 用 た め ⑧ 、 コ ン ク リ ー ト 構 造 物 の 環 境

条 件 に 応 じ て L C C の 最 適 化 を 図 る 。 維 持 管 理 性 を 考 慮

し 、 初 期 費 用 や 維 持 管 理 費 用 と い っ た L C C の バ ラ ン ス

を 取 る ⑨ 。 例 え ば 、 重 要 度 の 高 い ト ン ネ ル に は 、 高 耐

久 性 防 水 材 と な る ポ リ ウ レ タ ン 系 防 水 材 を 使 用 す る こ

と で 、 浸 水 に よ る 早 期 劣 化 を 防 ぎ 、 長 期 的 な 維 持 管 理

費 用 が 約 2 0 % 削 減 で き る 。 但 し 、 L C C 検 討 時 、 引 用 デ

ー タ が 不 正 確 な 場 合 ⑩ 、 安 全 性 が 低 下 す る た め 、 維 持

管 理 技 術 者 の 知 見 を 取 入 れ 、 分 析 結 果 の 妥 当 性 ⑪ を 確

認 す る 。  

 

⑧ 有効活用するのは当たりまえですので、「公共投資の効果を最大化するため」としてはどうでしょ

うか。 

⑨ 「性」不要。また、バランスととるとは、何と何のバランをとるのですか。バランスではなく、イ

ニシャル・ランニングのトータルコストが最小になる状態を最適化としているのではありません

か。表現に違和感があります。 

⑩ すべてが抽象的でどのような場合なのか分かりません。引用データとは何のデータですか、不正確

な場合とはどのような状況でなぜ不正確となるのかといったことが分からず、主張に説得力があり

ません。 

⑦ 「コスト削減効果に加え、更新のための交通規制など社会的損失も小さくできるなど幅広い効果が

期待できるため、」 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

 

( 2 ) 環 境 モ ニ タ リ ン グ の 実 施  

構 造 物 の 劣 化 予 測 精 度 向 上 を 図 る た め 、 環 境 モ ニ タ

リ ン グ を 実 施 す る 。 構 造 物 周 辺 の 環 境 条 件 （ 塩 分 量 、

温 湿 度 、 C O ₂ 濃 度 等 ） を 常 時 計 測 す る 環 境 セ ン サ ー と 、

構 造 物 本 体 の 変 状 を 検 知 す る 光 フ ァ イ バ ー セ ン サ ー を

設 置 す る 。 得 ら れ た デ ー タ は A I に よ る 環 境 変 動 予 測

モ デ ル で 分 析 し 、 将 来 的 な 劣 化 予 測 を 行 う ⑫ 。 特 に 点

検 が 困 難 な 海 上 橋 脚 の 飛 沫 帯 や 床 版 張 出 し 部 に お い て 、

品 質 確 保 が 図 れ る ⑬ 。 ま た 、 早 期 の 劣 化 発 見 に よ り 、

補 修 コ ス ト を 約 1 5 % 削 減 で き る （ J C I 指 針 ） 。  

 

( 3 ) 多 重 防 護 に よ る 耐 久 性 確 保  

耐 久 性 能 の 信 頼 性 向 上 の た め 、 環 境 条 件 に 応 じ た 多

重 防 護 を 導 入 す る 。 例 え ば 、 非 常 に 厳 し い 環 境 下 と な

る 凍 結 防 止 剤 散 布 区 間 の 橋 梁 床 板 に お い て 、 一 次 防 護

と し て シ ラ ン ・ シ ロ キ サ ン 系 含 浸 材 （ 含 浸 深 さ 1 0 m m

以 上 ） を 施 す 。 二 次 防 護 と し て 柔 軟 型 エ ポ キ シ 樹 脂 系

⑫ 「得られたデータは、・・・予測を行う」となっており、主語述語がおかしいですね。 

→「これらセンサーから得られたデータを用いて、構造物の劣化予測を行う。予測に当たっては、

環境変動予測モデルを活用し AIによりデータを分析する。」 

⑬ モニタリングしても、状況が分かるだけであって、品質が確保されると言えるのでしょうか。品質

確保というより、劣化を見逃さないといった効果が期待されるのではありませんか。 

⑪ これも⑩と同様抽象的です。知見とは、分析とは、どれも判然としません。ここが技術力の見せど

ころです。専門的な用語を用いて具体的に書きましょう。 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

表 面 被 覆 工 （ 膜 厚 0 . 5 m m 以 上 ） を 適 用 す る 。 こ れ に よ

り 水 分 ・ 塩 分 の 侵 入 を 防 ぎ 、 過 酷 な 環 境 下 で も コ ン ク

リ ー ト の 劣 化 を 抑 制 し 、 品 質 を 確 保 す る ⑭ 。 な お 、 表

面 被 覆 材 の 耐 用 年 数 は 約 1 5 年 で あ る た め 、 補 修 効 果

に 応 じ て ⑮ 塗 替 え を 維 持 管 理 計 画 に 組 込 み 長 寿 命 化 を

図 る 。  

 

３ ． 将 来 的 な 懸 念 事 項 と そ の 対 策  

( 1 ) 専 門 技 術 者 の 不 足  

維 持 管 理 者 は 最 新 の 維 持 管 理 技 術 に 加 え て A I ・ 通

信 技 術 等 の 新 た な ス キ ル が 必 要 と な る 。 そ の た め 、 維

持 管 理 技 術 と A I ・ 通 信 技 術 を 兼 ね 備 え た 技 術 者 が 不

足 す る 懸 念 が あ る 。 対 策 と し て 、 最 新 技 術 を 習 得 ・ 更

新 す る た め 、 土 木 研 究 機 関 や A I ・ 通 信 メ ー カ ー と 連

携 し た 研 修 を 行 い ⑯ 、 上 記 技 術 者 を 育 成 す る 。  

 

( 2 ) 維 持 管 理 の 継 続 不 能  

⑯ 連携して研修を行うというより、「連携して研修プログラムを開発したうえで」としてはいかがで

しょうか。 

⑭ 一次防護と二次防護の効果は、それぞれ同じなのでしょうか。多重化させるのは、どちらかがダメ

になってももう一方の効果で劣化を防ぐということなのでしょうか。やることと結果だけが記載さ

れており、行動の目的がいまいちはっきりとしないです（最初に記載のある信頼性の向上だけです

とおピンときません）。 

⑮ これもよく分かりません。耐用年数が１５年であるならば、１５年ごとの塗り替えを計画すれば良

いのではないですか、「補修効果に応じて」とはどのような判断なのでしょうか。 



 

 

 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24字×25字 

環 境 モ ニ タ リ ン グ の 依 存 に よ り 、 シ ス テ ム 障 害 時 の

代 替 不 足 で 維 持 管 理 の 継 続 が 不 能 と な る 懸 念 が あ る ⑰ 。

対 策 と し て 、 目 視 に よ る 従 来 点 検 と の 併 用 と 、 シ ス テ

ム 障 害 を 想 定 し た 緊 急 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 す る 。 以 上  

 

⑰ まず、表現が分かりづらいです。システム障害児の代替不足とはいったい何を言いたいのでしょう

か。そもそも、環境モニタリングとは、状態を監視・追跡するための観測や調査のことですよね。

システム障害が生じた場合は、状態の把握できなくなるだけで、維持管理そのものが継続できない

とした理由は何なのでしょうか。状況と結論が結びつきません。 


